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火口見学再開

火
口
見
学
は
安
全
？

京
都
大
学
火
山
研
究
セ
ン
タ
ー

               

大
倉 

敬
宏 
教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

京都大学火山研究センター 大倉 敬宏 教授

プロフィール

1963 年 7 月奈良県大和郡山市生まれ
1987 年京都大学理学部卒
1989 年京都大学大学院理学研究科修士課程を修了。
博士（理学）。京都大学教養部助手、総合人間学部助手、
理学研究科准教授を経て 2013 年４月から現職。専門
は地震学・火山物理学。
火山噴火予知連絡会 委員、火山学会理事、原子力規制
庁 原子炉安全専門審査会臨時委員、「災害の軽減に貢
献するための地震火山観測研究計画」火山計画推進部
会・部会長

　

平
成
26
年
の
御
嶽
山
の
噴
火
や
、こ
と
し

１
月
に
起
き
た
草
津
白
根
山
の
噴
火
な

ど
、火
山
の
事
故
に
よ
り
多
く
の
人
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。最
近
で
は
新
燃
岳
の
火
山

活
動
も
活
発
化
し
、火
山
に
対
す
る
関
心
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
２
月
28
日
に
阿

蘇
中
岳
火
口
見
学
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。市

民
や
観
光
客
の
中
に
は
火
口
見
学
を
不
安
視

す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、１
９
２
８
年
か
ら
90
年
に
わ
た
り

阿
蘇
の
火
山
を
研
究
し
て
い
る
京
都
大
学
火

山
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
倉
教
授
に
阿
蘇
中
岳

火
口
見
学
の
安
全
性
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

（
３
月
５
日
現
在
）

WebTV アソ
動 画
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火口見学再開

―
阿
蘇
山
っ
て
ど
ん
な
火
山
？

　
日
本
の
活
火
山
の
中
で
も
活
発
に
噴
火
を

繰
り
返
し
て
い
る
火
山
で
す
。10
年
～
20
年

の
サ
イ
ク
ル
で
マ
グ
マ
噴
火
や
水
蒸
気
噴
火

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。し
か
し
普
段
は
穏

や
か
で
、火
口
の
ま
わ
り
に
は
退
避
壕
や
火

山
ガ
ス
の
警
報
装
置
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、安
心
し
て
火
口
見
学
を
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
阿
蘇
山
が
い
つ
噴
火
す
る
か
不
安
に
思
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
す
が・・・

　
１
９
３
０
年
代
は
阿
蘇
山
は
火
山
活
動
が

活
発
で
し
た
。地
下
の
マ
グ
マ
の
量
も
多
く
、

中
岳
第
２
火
口
か
ら
も
噴
火
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、マ
グ
マ
が
ガ
ス
放
出
と
い
う
形

で
使
わ
れ
て
お
り
、阿
蘇
山
の
ス
ト
レ
ス
が

う
ま
く
発
散
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。そ
の

た
め
昭
和
初
期
よ
り
も
マ
グ
マ
の
量
が
減
っ

て
お
り
、大
規
模
な
噴
火
に
繋
が
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
平
成
28
年
10
月
８
日
に
爆
発
的
噴
火
が
起

き
ま
し
た
。噴
火
は
予
想
は
で
き
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

阿
蘇
山
の
火
口
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）を
使
っ
て
、24
時
間
毎
日
マ
グ
マ

の
膨
ら
み
を
監
視
し
て
お
り
、地
震
や
温
度

上
昇
、地
磁
気
や
ガ
ス
の
噴
出
量
の
変
化
な

ど
も
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
９
月
末
に
は
マ
グ
マ
の
膨
張
を

と
ら
え
て
い
ま
し
た
。近
い
時
期
に
水
蒸
気

噴
火
が
起
こ
る
こ
と
は
予
想
で
き
て
お
り
、

気
象
庁
と
も
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、正
確
な
時
期
や
ど
れ
く
ら
い
の
規

模
の
爆
発
に
な
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。こ
の
爆
発
に
よ
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、今
後
は
、爆
発

前
の
兆
候
な
ど
よ
り
細
か
く
分
析
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

―
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
よ
う
に
突
発
的

な
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
は
？

　
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
は
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
１(

火
山
活
動
が
静
穏
な
状
態
）か
ら
噴

火
が
起
き
て
お
り
、多
く
の
登
山
客
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。中
岳
火
口
に
つ
い
て
は
厳

重
な
監
視
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
で
、今
ま

で
の
観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
異
常
を
と
ら

え
、前
も
っ
て
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
２（
火
口

か
ら
半
径
１
㌔
圏
内
の
立
入
規
制
）に
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、阿
蘇
山
は
中
岳
火
口
以
外
の
と

こ
ろ
で
も
噴
火
し
た
歴
史
が
あ
る
の
で
、阿

蘇
を
広
域
的
に
見
る
と
、も
し
か
し
た
ら
監

視
が
手
薄
な
場
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、中
岳
火
口
以
外
に
も
中
央
火
口

丘
群
に
は
多
く
の
地
震
計
や
地
殻
変
動
を
監

視
す
る
機
械
な
ど
を
設
置
し
て
お
り
、比
較

的
手
厚
い
監
視
網
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　
御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
噴
火
の
影
響
か

ら
、今
後
、国
レ
ベ
ル
で
監
視
体
制
を
見
直
す

動
き
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
２
月
28
日
に
火
口
見
学
が
再
開
さ
れ
、直

後
の
３
月
３
日
に
火
口
見
学
が
自
主
規
制
さ

れ
ま
し
た
。火
口
は
ま
だ
安
全
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　　
３
月
３
日
は
火
山
性
地
震
が
多
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
火
口
の
湯
だ
ま
り
の
量
に
ほ
と

ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
の
マ

グ
マ
の
量
や
ガ
ス
の
通
り
道
の
状
況
か
ら
急

激
な
変
化
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。自
主

規
制
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
孤
立
型
微
動

は
、マ
グ
マ
か
ら
出
る
ガ
ス
が
火
口
か
ら
噴

出
さ
れ
て
い
る
際
に
起
こ
る
地
震
で
あ
り
、

阿
蘇
山
で
は
普
段
か
ら
起
き
て
い
る
現
象
で

す
。ガ
ス
が
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
が
ス

ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。今
は
安
定
し
た
時
期
の
活
動
の
揺
ら
ぎ

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、御
嶽
山
や
草
津
白
根
山
の
例
も

あ
り
、活
火
山
で
あ
る
以
上
過
信
は
禁
物
で

�

水
蒸
気
噴
火

　�

マ
グ
マ
の
熱
で
温
め
ら
れ
た
地
下
水
が

水
蒸
気
と
な
っ
て
膨
張
し
、火
口
の
岩

盤
を
破
っ
て
噴
き
出
す
現
象
。噴
石
や

火
山
灰
が
飛
散
す
る
。

マ
グ
マ
噴
火

　�

マ
グ
マ
が
火
口
か
ら
噴
出
す
る
現
象
。

溶
岩
流
・
火
砕
流
・
噴
石
・
火
山
灰
な
ど

を
発
生
さ
せ
る
。

中
央
火
口
丘
群

　�

火
口
を
も
つ
山
の
集
合
体
。阿
蘇
五
岳

や
草
千
里
、米
塚
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

湯
だ
ま
り

　�

火
山
活
動
が
比
較
的
静
穏
な
時
期
に
火

口
内
に
生
じ
る
火
口
湖
。マ
グ
マ
に
含

ま
れ
て
い
た
水
蒸
気
と
地
下
水
や
雨
水

が
合
わ
さ
っ
た
50
～
60
度
の
緑
色
の
お

湯
が
溜
ま
っ
て
い
る
。

火
山
性
地
震

　
火
山
の
近
く
で
起
き
る
地
震
の
総
称
。

孤
立
型
微
動

�

　�

火
口
の
地
下
に
あ
る
火
山
ガ
ス
の
通
り

道
が
膨
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
阿
蘇
火
山

特
有
の
地
震
。

火
山
の
用
語

す
。今
回
の
規
制
は
、よ
り
安
全
に
安
心
し
て

火
口
見
学
が
で
き
る
よ
う
阿
蘇
火
山
防
災
会

議
協
議
会
が
自
主
的
に
規
制
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。必
要
以
上
に
怖
が
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

第 1火口

第 2火口

第 3火口

第 5火口

第 4火口

第 6火口

第 7火口

中岳火口
現在は第１火口の
みが火山活動を
行っている。

砂千里ヶ浜
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一般会計当初予算の推移　（H26 ～ H30 の 5 カ年）

200億円

175億円

150億円

100億円

H26 H27 H30H29
骨格予算

H28

155.1億円157.5億円

169.3億円 179.7億円

150.9億円

一般会計 155 億 1,551 万円
対前年度比
➡ 13.7％

当初予算前年度比較

平
成
30
年
度
予
算

　
３
月
に
開
か
れ
た
第
２
回
阿
蘇

市
議
会
定
例
会
で
平
成
30
年
度
当

初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、

１
５
５
億
１
５
５
１
万
円
と
な

り
、
前
年
度
比
24
億
５
６
６
１
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

加
え
た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
７
６
億
２
１
１
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
前
年
度
か
ら
当
初
予
算
額
が
減

少
し
て
い
る
の
は
、
平
成
29
年
度

当
初
予
算
が
骨
格
予
算
で
の
編
成

で
あ
っ
た
も
の
の
、
災
害
復
旧
事

業
費
を
約
44
億
円
計
上
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
28
年

度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
ほ

ぼ
同
規
模
の
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
よ
り
一
層

進
め
て
い
き
ま
す
。

特別会計 82 億 4,134 万円 企業会計 38 億 6,428 万円

会計別予算額
国民健康保険事業 35 億 9,378 万円

介護保険事業 33 億 6,397 万円

下水道事業 7 億 1,829 万円

後期高齢者医療事業 4 億 2,091 万円

阿蘇山観光事業 8,897 万円

財産区事業 5,473 万円

土地改良事業 69 万円

会計別予算額
病院事業 27 億 8,891 万円

水道事業 10 億 7,537 万円

特定の収入支出により処理される会計 独立採算による特定の事業を経理する会計

平成30年度

平成29年度

一般会計

一般会計

特別会計

特別会計

企業会計

企業会計

200億円 300億円100億円50億円 250億円150億円

155 億 1,551 万円 82 億 4,134 万円 38 億 6,428 万円

179 億 7,212 万円 83 億 4,185 万円 33 億 4,861 万円

296億4,861万円

276億2,113万円
（▲ 20億 2,748 万円）

問
財
政
課　
☎
２
２・３
２
０
４

（骨格予算とは経常経費や義務的経費からなる予算）
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平成30年度予算・一般会計

市　税
28 億 3,834 万円

（18.3％）
その他の収入

7 億 9,262 万円
（5.1％）

繰入金

7 億 1,032 万円
（4.6％）

分担金及び負担金

2 億 7,555 万円
（1.8％）

国・県支出金

37 億 2,858 万円
（24.0％）

地方交付税

52 億 7,000 万円
（34.0％）

用 語 解 説

民生費

56 億 1,247 万円
（36.1％）

災害復旧費

16 億 6,795 万円
（10.7％）

衛生費

15 億 3,069 万円
（9.9％）

農林水産業費

13 億 7,696 万円
（8.9％）

用 語 解 説

公債費

11 億 9,755 万円
（7.7％） 総務費

11 億 4,814 万円
（7.4％）

土木費

10 億 1,740 万円
（6.6％）

教育費

6 億 9,754 万円
（4.5％）

消防費
6 億 783 万円

（3.9％）

商工費

4 億 8,054 万円
（3.1％）

議会費

1 億 4,039 万円
（0.9％）

歳 入

各種交付金

7 億 9,870 万円
（5.1％）

市　債

11 億 140 万円
（7.1％）

予備費

3,805 万円　
（0.3％）

歳 出

●民 生費
　�福祉の向上のために使われるお金
●公債費
　�市の借金返済に使われるお金
●総 務費
　�庁舎の維持管理や、徴税、選挙、統計など
市の運営の全般的な業務に使われるお金

●衛 生費
　�健康づくりやごみ処理などに使われ
るお金

●土 木費
　�道路・橋・河川・公営住宅等の管理や整
備などに使われるお金

●農 林水産業費
　�農林畜産業の振興に使われるお金
●教 育費
　�学校等の維持管理や学校教育、社会教
育、社会体育などの振興に使われるお金

●災害復旧費
　災害復旧のために使われるお金
●消 防費
　消防や防災のために使われるお金
●商 工費
　商工、観光の振興に使われるお金
●議 会費
　議会運営のために使われるお金
●予備費
　予定外の支出へ対応するためのお金

自主財源（29.8％） 依存財源（70.2％）

●市 税
　市民の皆さまから納めていただいた税金
●そ の他の収入
　使用料、手数料、財産収入など
●繰 入金
　特別会計などから繰り入れられるお金
●�分 担金及び負担金
　�市の行う事業により利益を受ける方か
らその受益を限度として徴収するお金

●�国 ・県支出金
　�特定の事業を行うために国や県から
交付されるお金

●�地 方交付税
　�どの地域に住む住民にも一定水準の
行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金

●市 債
　�特定の事業を行うために借り入れるお金
●各 種交付金
　�国税や県税などとして集められたお
金のうち一定の割合を市町村に交付
されるお金

平成 30 年度一般会計予算の内訳

地方譲与税交付金 １億 8,870 万円 利子割交付金 330 万円 配当割交付金 470 万円
株式等譲渡所得割交付金 600 万円 地方消費税交付金 5 億 690 万円 ゴルフ場利用税交付金 2,450 万円
自動車取得税交付金 5,110 万円 地方特例交付金 950 万円 交通安全対策特別交付金 400 万円

●各 種交付金の内訳


